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普及・技術支援等の概要

　林産試験場では，研究の普及や企業等に対する技術支援に取り組んでいます。

○重点的に普及を図った成果

　北海道型木製ガードレール，内装用準不燃タモ材，道産 I 形梁，CNC 木工旋盤，育苗培土，新規キノコおよ

びキノコ副産物利用などを重点に普及を図りました。

○展示会等への出展などによる普及

　北洋銀行ものづくりテクノフェア，ジャパンホームショー，ビジネスエキスポ，住宅リフォームフェアに加

え，23 年度はアグリビジネス創出フェア（千葉および札幌）にも出展しました。

○外部団体等への協力・連携

　外部機関等が木材利用の普及などのために行う施設整備やイベント開催において，その内容に合わせたコー

ディネートや展示物の作成などの協力を行っています。23年度は（財）旭川産業創造プラザやNPO森林再生ネッ

トワーク北海道などに協力しました。

　また，上川地域水平連携協議会や植物機能性活用 WG などの団体が行う活動を支援しました。

　

「研究・普及サイクルのシステムづくり」事業

　本事業は多様化・高度化する地域の技術ニーズに的確かつ迅速に対応し，木材産業の自立的経営と健全な発

展を目的として道時代に開始した事業です。道内各地域への研究成果の技術移転，および要望に沿った研究展

開において，最も実効力があり重要な取り組みと位置付け，普及指導の根幹に据えて実施しています。

　具体的には，林産試験場が各地域の「フロントランナー企業」を中心に巡回訪問して，直接的に当場の研究

成果や保有技術を紹介するとともに，各企業が抱える課題や研究要望を聞き取っています。

　23 年度は，昨年度に引き続き対象圏域を限らずに企業巡回訪問を行い，延べ 20 日間，41 の団体等に対し成

果普及や技術課題・研究要望調査を行いました。

　企業巡回訪問のほか，住宅部材として製材の乾燥精度に対する要求が厳しい状況や，各企業の乾燥技術者が

研修を受ける機会が少ない状況に鑑み，林産試験場が各地に出向いて乾燥技術を講習する「木材乾燥技術セミ

ナー」を，本事業の一環として実施しました（詳細は，後述の「行事等による成果普及」を参照）。また，経営者・

現場担当者を交えた学習会や意見交換会を行っています。

　事業実施に際しては，各振興局の林務課や森林室と企業情報・地域課題等を共有するなど連携を図っていま

す。

　そして継続的な技術支援や共同研究等へ発展させることで，地域課題の解決に向けた総合的なフォローアッ

プを実施しています。

○講習会等の行事開催による普及

・木材乾燥技術セミナー

森林整備加速化・林業再生事業

　地方独立行政法人化により同事業の交付対象団体となり，22 年度の補正予算（同事業地域材利用開発）で

展示施設の整備と木材製品データベースの開発を行いました。

　林産試験場では，これまで木材に関する様々な製品や技術を開発してきました。また，「木と暮らしの情報館」

では，道内企業から木材製品を公募し展示を行っていますが，建材などの製品に関する情報が不足し，当場開

発のものも含め，一般への普及が進まない状況にありました。そこで，展示物「木造 ( きづくり ) 兄弟，建示 ( け

んじ ) くん・構示 ( こうじ ) くん」を作製するとともに，道産木製品や林産試験場の成果の活用を促進させる

「木と暮らしの情報館データベース」を整備しました。
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　① 口頭発表

＜木材利用の活動報告＞座長：水産林務部森林環境局森林活用課総括普及指導員兼主幹　今田　秀樹

・トドマツ抽出液による環境汚染物質除去剤の事業化　　　　　  日本かおり研究所（株）金子　俊彦

                                                                       （株）北都　山﨑　正明

                                                            ( 独 ) 森林総合研究所　大平　辰朗

・地材地消推進活動の取組による波及効果について　　　　　    空知総合振興局森林室　小林　順二

・地材地消に向け、森林の効用を取り入れた取組～「森の力再発見」癒しの森から家づくり～ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   宗谷総合振興局森林室　河村　哲夫

・地域材を活用した木造公共施設の建設について　　　　　　  　当麻町役場建設水道課　菅野　敏夫

＜道産建築用材の需要拡大＞座長：技術部長　斎藤　直人

・トドマツ正角材の内部割れと強度　　　　　　　　　  　  性能部耐久・構造グループ　戸田　正彦

・カラマツ大径材の価値向上のための木取り・水分管理技術　  技術部生産技術グループ　伊藤　洋一

＜森林資源の総合利用＞座長：利用部長　真田　康弘

・道産ホンシメジとムキタケの実用化への取組 　　　 　　      利用部微生物グループ  宜寿次盛生

　                                                                 （有）福田農園　福田　将仁

・製材残材を燃料利用することで CO2 排出量とエネルギー消費量はどのように変化するのか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 利用部バイオマスグループ　石川　佳生

                                          　　　 　　　

＜安全・安心・快適な高付加価値製品の開発＞座長：性能部長　前田　典昭　

・安心安全な木製ハイブリッド遊具の開発　　　　　　　    　性能部居住環境グループ　小林　裕昇

・木材トレーサビリティ 履歴の確かな地場産材活用のために

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　 　利用部マテリアルグループ　石河　周平

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （財）下川町ふるさと開発振興公社　相馬　秀二

　② 展示発表

・凍結した原木の強度選別　　　　　　　　　  　　　 　   性能部耐久・構造グループ　藤原　拓哉

・木・アルミ複合サッシの遮炎性能付与方法の検討　　　 　 性能部耐久・構造グループ　平舘　亮一

・単板積層材（LVL）の屋外利用について　　　　　　　　 　性能部耐久・構造グループ　宮内　輝久

・安心安全な木製ハイブリッド遊具の開発－既存木製遊具支柱脚部の補修方法の提案－　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     性能部居住環境グループ　小林　裕昇

・シラカンバを用いた内装材の開発　　　　　　　　　　      性能部居住環境グループ　秋津　裕志

研究成果発表会

　『平成 24 年北海道森づくり研究成果発表会（木材利用部門）』

　23 年度の研究成果を中心に広く発表する場として，次のとおり開催しました。

　この発表会は，北海道，林業試験場とともに開催する「北海道森づくり研究成果発表会」の一環として 16

年度から開催しています。全道の各振興局林務課や森林室，森林管理局，市町村，企業，団体等からの発表を

募り，木材をはじめ森林資源の利用技術について広く情報交換・交流する場として活用されています。

　　日　　時：平成 24 年 4 月 19 日（木）10:10 ～ 16:15

　　場　　所：旭川市大雪クリスタルホール　大会議室、レセプション室（旭川市神楽 3 条 7 丁目）

　　参加者数：274 名
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・～見えない熱を撮影する～赤外線サーモグラフィ－　　　    性能部居住環境グループ　朝倉　靖弘

・木質チップ熱処理物の機能と農業利用での有効性

  －バイオガスプラント消化液のアンモニア揮散抑制－　　 利用部マテリアルグループ　本間　千晶

・混練型 WPC（木材－プラスチック複合成形体）の高木質化への取り組み

 　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　  利用部マテリアルグループ　長谷川　祐

・道産ホンシメジとムキタケの栽培技術の開発　　　　　　      利用部微生物グループ　米山　彰造

・道産きのこの品種開発と活用　　　　　　　　　　　　　        利用部微生物グループ　原田　陽

・バイオマス利用に適したヤナギの品種開発－含有成分への着目－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   利用部バイオマスグループ　折橋　健

・シイタケ廃菌床から効率的にブドウ糖を取り出す　　　   　 利用部バイオマスグループ　檜山　亮

・長時間使用した集成材の性能試験結果　　　　　　　　　    技術部生産技術グループ　松本　和茂

・長期荷重試験による集成材の将来的な変形予測　　　　　    技術部生産技術グループ　松本　和茂

・北海道産人工林材を用いた単板集成材の開発（１）　       　技術部生産技術グループ　古田　直之

・北海道産人工林材を用いた単板集成材の開発（２）　    　　 技術部生産技術グループ　大橋　義德

・道産２×４製材の構造設計に関する検討　                  技術部生産技術グループ　大橋　義德

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      イワクラホーム（株）　吉田　敦史

                                                                   （株）イワクラ  清原　征裕

・畜舎用カラマツの構造材の生産　　　　　　　　　　　　    技術部生産技術グループ　北橋　善範

・トドマツ大径材の水食い選別　　　　　　   　 森林研究本部企画調整部企画グループ　近藤　佳秀

・内装材の使用実態とニーズについて　　　　　　 　　　　 技術部製品開発グループ　松本　久美子

・人工林材の高付加価値化と新たな用途開発　　     （財）下川町ふるさと開発振興公社　徳間　和彦

・林地未利用材の有効活用に向けた取組　　　　　　           　　　 石狩振興局森林室　向　敏明

・留萌産トドマツの移出の可能性を探る　　　　　　　　           　 留萌振興局森林室　齊藤　斉

・「地域材の活用」～釧路市産カラマツを使用した牛舎の完成～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     釧路総合振興局森林室音別事務所　大槻　亨

行事等による成果普及

　研究成果発表会のほかに，各種行事の開催や参加により研究成果の普及に取り組みました。

行事等の開催による普及
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行事等への参加による普及

木材利用の理解を図る普及（イベント協力等）

　林産試験場で開発した製品や技術を知ってもらうと同時に，木材のやさしさ，あたたかさ，木材を使った創

作の楽しさなどを理解してもらう機会として，以下の展示会やイベント等に参加・協力しました。また，振興

局や振興局森林室ほか各種団体が主催したイベント等に展示パネル等を貸し出しました。

出展協力した展示会・イベントの概要

　このほか，NHK ラジオ「おはようもぎたてラジオ便『北海道森物語』」に出演し，道民に対して木材利用増

進に向けた森林・林産研究の必要性等について理解を求めました。

NHK ラジオ『北海道森物語』への出演
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木のグランドフェア

　平成 4 年度から ( 社 ) 北海道林産技術普及協会との共催により林産試験場内で行っていたイベントは，6 年

度から「木のグランドフェア」と改称されました。木のグランドフェアは，一般道民の木製品に対する理解の

向上と木材の利用拡大を目的に，「木と暮らしの情報館」とログハウス「木路歩来（ころぽっくる）」を活用し

た地域貢献事業として実施しています。

　23 年度の「第 20 回木のグランドフェア」は，以下の内容で 7 月 23 日 ( 土 ) から 10 月 10 日 ( 月 ) まで開

催しました。期間中の入場者は約 4,700 人でした。

木のグランドフェアの内容

研究業績等の発表

　林産試験場の研究業績等は，研究発表会ならびに林産試験場報や林産試だより，その他の刊行物で公表され

ています。

1）学会等での研究発表

　学会およびその他の発表会等で発表したものは次のとおりです（外部機関が筆頭のものは含みません）。
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2）刊行物等で発表した研究業績等（平成 23 年 4 月～ 24 年 3 月掲載）

　林産試験場報第 541 号の発行およびその他刊行物への投稿状況は次のとおりです（一部外部機関が筆頭のも

のを含みます）。
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3）林産試だよりで発表した研究業績等

　林産試だよりは，12 回発行しました。タイトル等は次のとおりです。
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ホームページ

　ホームページ（http://www.fpri.hro.or.jp/）で，最新の研究成果や普及・技術支援情報を発信しました。

　新規に或いは内容を更新して掲載した主な情報は次のとおりです。23 年度の更新回数は約 90 回です。

○刊行物データベース（林産試だより 2011 年 4 月号～ 2012 年 3 月号，平成 22 年度年報，場報 541 号）

○技術支援制度のご案内（依頼試験・分析・鑑定・設計，設備使用）

○マニュアル・特集（2012 木製サッシフォーラム，技術相談・回答事例集『Q ＆ A　先月の技術相談から』）

○研究についてのページ（平成 23 年度試験研究課題，成果品ギャラリー 2010）

研究に関する主な報道状況

　報道機関の取材に積極的に応じ，研究成果の PR に努めました。主な報道は次のとおりです。
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視察・見学

　23 年度の視察・見学者数および視察・見学者に対して行った講義は，次のとおりです。
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技術指導

　23 年度の技術指導は 111 件，延べ 190 人でした。項目別には次のとおりです。

技術相談

　23 年度の技術相談数は 509 件でした。部門別には次のとおりです。
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依頼試験

　23 年度の依頼試験は，木材工業関連企業等からの依頼により，サッシの性能試験，耐力壁の面内せん断試験，

木材の強度試験など 73 項目 109 件の試験及び分析 ･ 鑑定を行いました。

技術研修

　23 年度の技術研修の受講者は 1 名でした。内容，期間は次のとおりです。

設備使用

　23 年度の木材工業関連企業等による林産試験場設備の使用件数は 64 件，延べ 298 時間（71 日）でした。主

な使用機械は，燃焼発熱性試験装置，分光光度計，耐火試験炉，気密・水密試験装置などです。
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場外委員会活動等

　公共性が高く専門的知識が求められる各種委員会からの委員委嘱等については積極的に応じました。23 年

度の委嘱状況は次のとおりです。年度中に委員等を交替している場合は後任者を記載しました。


